
第
26
回
国
労
東
日
本
本
部
定
期
大
会

が
岩
手
県
盛
岡
市
・
ホ
テ
ル
紫
苑
で
９

月
７
日
～
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
経
過
報
告
で
５
名
、
一

般
討
論
で
18
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
さ

れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
代
議
員
か
ら

組
織
拡
大
の
報
告
が
さ
れ
、
職
場
の
労

働
条
件
・
エ
ル
ダ
ー
社
員
、
嘱
託
社
員

契
約
社
員
な
ど
の
労
働
条
件
・
厳
し
い

職
場
の
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

方
針
書
の
中
の
労
働
協
約
に
つ
い
て

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
採
決
す
る
場
面

も
あ
り
活
発
な
討
論
に
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
副
委
員
長

開
会
あ
い
さ
つ

は
じ
め
に
佐
藤
副
委
員
長
か
ら
「
９

地
本
３
地
区
本
部
は
組
織
拡
大
、
労
働

条
件
改
善
、
安
全
・
安
定
輸
送
な
ど
の

問
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
JR

不
採
用
差
別
事
件
の
解
決
後
、
そ
の
闘

い
を
総
括
。
労
働
組
合
の
団
結
と
統
一

労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て
真
剣
に
闘
っ

て
き
た
。
こ
の
１
年
間
、
職
場
・
地
域

で
闘
っ
て
き
た
こ
と
を
今
大
会
で
相
互

交
流
し
学
ん
で
い
き
た
い
」
と
開
会
あ

い
さ
つ
が
あ
り
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

議
長
団
の
選
出

盛
岡
～
阿
部
代
議
員

水
戸
～
坂
本
代
議
員

代
議
員
は
54
名
中
54
名
の
出
席
で
大

会
役
員
は
婦
人
部
長
以
外
は
全
員
の
出

席
を
確
認
、
大
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
長
団
は
盛
岡
地
本
の
阿
部
代
議
員

が
議
長
、
水
戸
地
本
の
坂
本
代
議
員
が

副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
議
長
か
ら
「
３
・
11
東
日
本
大

震
災
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
た
が
復
旧
・

復
興
の
目
途
が
た
っ
て
い
な
い
。
地
域

の
足
の
確
保
に
つ
い
て
バ
ス
の
輸
送
シ

ス
テ
ム
か
ら
、
１
日
も
早
い
街
の
復
旧

を
鉄
路
で
。
総
合
交
通
体
系
達
成
に
向

け
て
運
動
を
強
め
て
い
き
た
い
。
国
労

運
動
の
発
展
・
継
承
の
た
め
に
、
ひ
と

つ
に
な
っ
て
総
団
結
と
な
る
大
会
と
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
野
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
・

来
賓
に
は
国
労
弁
護
団
・
関
東
交
運
労

協
議
長
・
国
労
本
部
・
な
ど
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
経
過
報
告
・
方
針
案
の
提
案

な
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
終
了
後
、
学
習
会
の
開
催

も
あ
り
充
実
し
た
日
程
で
し
た
。

連
日
、
猛
暑
が
続
い
て

い
ま
す
。
た
び
た
び
最
高

気
温
が
全
国
一
位
と
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
彼
岸
が
来
れ
ば

暑
さ
が
和
ら
ぐ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
・
・

次
号
は
、
エ
リ
ア
大
会

の
代
議
員
の
発
言
な
ど
中

心
に
編
集
し
ま
す
。
大
会

情
報
な
ど
は
エ
リ
ア
の
機

関
紙
を
後
日
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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国
鉄
新
潟3・11 東日本大震災から1年半が経過した。

復旧・復興が進んでいない現状の中、福島原発

についても放射能汚染など深刻な状況が続いて

いる。政府は再稼動させる中、反原発集会に17

万人が結集、全国的に闘いが展開されている。

エネルギー政策についても反原発の闘いは重要

だ。国会は混乱している中、政治に対して不信

感が大きくなってきている。今後、衆院選では

国民を巻き込んだ闘いを強めていく。

組織拡大～最重要課題として取り組んできた。

地方でも取り組んでいる。昨年、18名の拡大が

あった。一括和解から100名を超える拡大になっ

た。組織拡大は、もっとも重要な課題として取

り組んでいく。国労は職場で中心に、要求改善

など取り組みながら進めていく。大量退職時期

までに組織拡大を達成していく。

安全・安定輸送～4月29日高速ツァーバス事

故が発生した。事故原因は規制緩和が要因、会

社間の競争激化で労働条件の切り下げが大きな

原因になっている。駅業務の委託化・検修外注

化がされる。安全・安定輸送に向けた取り組み

の進めていく。10月1日から実施されるが安全

をどう担保するのか、どこに問題があるのか議

論し会社を追及していく。

新人事賃金制度～公平・公正な試験制度・透

明性を追及していく。

労働協約～一括和解に基づき公平・公正を追

及していく。

組織拡大・２０１３春闘・労働条件改善など

それぞれの課題について全力で取り組んでいこ

う。
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